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論文内容の要旨
(目的)
家兎の大脳皮質光誘発電位 (cortical photic evoked potential 以下CPEP と省略する)に対する皮質
下諸核の条件刺激効果について，越野らは二相性効果と称する刺激頻度依存性の干渉作用を報告してい
る。すなわち皮質下諸核の条件電気刺激として低頻度 (5 Hz) の train刺激で、はCPEPの振幅が増大し，高
頻度(lOOHz) の train刺激では逆に振幅の減少をもたらすという現象である。乙のような二相性効果は
乙れまでの報告kよると，中隔，海馬，視床下部の腹内側核及び背内側核，乳頭体，外側視床下部後部，
中脳網様体，視床枕において確認されており，乙れらは主として大脳辺縁系及びその下行性神経径路に
沿って存在している。最近，大脳辺縁系と錐体外路系との関係が注目されている。そ乙で，本実験では
大脳辺縁系においてみられたと同様の二相性効果が中脳レベノレの錐体外路系との合流部においても認め
られるか否かについて検討し，更に尾状核との関連についても検討を加えた。
(方法ならびに成績)
(方法)実験動物として家兎40匹を用いた。局所麻酔下で気管切開の後，筋弛緩剤l乙て非動化し，人
工呼吸のもとで頭部を脳定位固定装置に固定した口ステンレス双極電極をSawyer らの脳座標に従って
定位的K尾状核，黒質核及びその近傍に刺入し、電気刺激及び深部記録に用いた。条件刺激としてパル
ス幅 1 msecの矧織を 1000msecの晶司与えた。そのパノレスの繰り返し頻度は鶴闘鶏IJ激で‘は 5Hz，母娘刺激で
は 100Hzとした。 CPEP記録用としてはコルチコ電極をGangloff and Monnierの定位脳地図に従って大
脳皮質視覚領野硬膜上に設置した。実験は暗室で行ない， atropine にて散瞳させた後，電気刺激装置と
光刺激装置を連動させる乙とにより条件刺激である電気刺激に引き続いて閃光刺激を与えた。乙の一連
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の刺激を 2.......3 秒に 1 回の割合で繰り返し，導出した誘発電位を平均加算装置にて15固ないし20回加算
した後X-yプロッターを用いて描記し，条件刺激である電気刺激のない閃光刺激のみの誘発電位と比
較検討した。実験終了後，生理食塩水及び10箔フォノレマリンを用いて脳を濯流固定し， 75μ の厚さの凍
結連続切片を作成しニッスノレ染色により組織学的に電極の位置を確認した。
(結果)黒質核25点中、 17点 (685ぢ)において低頻度条件刺激により CPEP の振幅の増大，高頻度条
件刺激で CPEP の振幅の減少が認められ，統計学的に有意の差をもって( p < 0.005 )黒質核に刺激頻
度依存性の二相性効果が証明された。また， Subthalamus29点中 11点 (38%) においても同様の二相性
効果が認められ，黒質核においてみられたほど高率ではないにしてもSubthalamus~( も二相性効果を示
す点が散在していた。その他， Ventral medullary lamina (26点) ，大脳脚(12点)，尾状核 (20点)に
ついては特定の刺激効果は認められなかった。
CPEP に対して刺激頻度依存性の二相性効果を示した黒質核 7 点について同時に同側の尾状核にも深
部電極を挿入してその相互関係を検討したが，全例において黒質核への条件電気刺激は CPEP に対して
刺激頻度依存性の二相性効果を示すと同時に，尾状核における光誘発電位に対しても刺激頻度依存性の
二相性効果を示した。逆に，黒質核で記録された光誘発電位に対する尾状核の条件電気刺激の効果につ
いては，高頻度刺激によって 7 例中 6 例に振幅の減少をみたが，低頻度刺激の効果は一定しなかった口
(総括)
大脳辺縁系と錐体外路系はそれぞれ別個に独立して存在するneural mechanismと考えられてきたが，
最近両者の関係が徐々に明らかとなってきていて， Nauta によって中脳レベルでも両者の密接な関係が
存在している乙とが報告されている。本実験において，大脳辺縁系にみられたと同様の条件刺激頻度依
存性の二相性効果が中脳レベルにおいて，黒質核及びその背側に広がるsubthalamus で認められた。乙
の乙とは，乙のレベルで錐体外路系と大脳辺縁系とが協同して大脳皮質に影響力を有している乙とを示
唆するものである。最近，黒質核は単lζ運動機能に関与しているばかりではなく sensory input も受けて
いる乙とも知られているので，黒質核は単lζ錐体外路系の一つの核として働いているばかりでなく各種
の外的刺激に対応しで情動，運動，知覚等の広範囲の大脳皮質機能を制御する上で重要な役割を果たし
ているものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は大脳辺縁系にみられた条件電気刺激頻度依存性のbivalent effect が，中脳レベルにおいては
黒質核及びsubthalamus に存在している乙とを明かにしている。
乙れは中脳レベルで錐体外路系と大脳辺縁系とが生理学的に密接な関係を保って大脳皮質に影響力を
及ぼしていることの証明であると共に，錐体外路系における黒質核の特異性を明かにした研究であり，
学位を授与するに値する論文と考える。
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